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公共交通空白地有償運送を行うにあたり 

公共交通空白地有償運送の必要性の判断について 
１．菰野町の公共交通の現状と課題 
 （１）三重交通バス・コミュニティバス 
   三重交通バスの運行は、菰野町の北玄関である田口を起点として四日市間の

運行を行っており、また、四日市市桜台を起点とする神森経由の高速バスは、

早朝から深夜までの便数があることから、通勤や大学生等の通学者が利用して

います。 
   一方、平成 17 年からコミュニティバスを町内一円で運行していますが、年

間利用者は運行当初は、年間約 77,000 人ありましたが、平成 26 年度は約
55,000人と約 22,000人減少し、運行費用である委託料は、昨年度決算額で約
4,500 万円（一般財源）となり、今後も利用の少ない路線やバス停の見直しな
ど効率的な運営が求められています。 
このことから、来月（１１月２日）に予定する運行見直しでは、朝夕の増便

を行い、通勤や通学の利便性を図るなど、利用者の確保に努めています。しか

しながら、今以上の町内全ての地区をカバーできるコミュニティバス運行は困

難であると判断しています。 
 （２）乗合タクシー 
   懸案となっていた効果的、効率的なコミュニティバスの運行を行うため、平

成 22 年に町内にある２つのタクシー営業所によるデマンドタクシーの運行と
いう案も検討されましたが、コミュニティバスの利用者から聴き取り調査を行

った結果、「予約が困難」、「今のままが利用しやすい」という声が圧倒的に多

く、その後、町内のタクシー会社の営業所も２社から１社と減少したため、デ

マンド方式は困難と判断し、新たな方針を模索してきました。 
 （３）タクシー 
   町内には尾高タクシー（(有)尾高）の営業所があり、11台のタクシーを配車

しています。 
   菰野町の玄関である近鉄菰野駅前に待機していることから、町外からの来町

者や通院や買い物等に利用する高齢者、定期的に医療機関に通院する常連の客

もあり、他人には知られたくないためタクシーを利用する方もいると聞いてい

ます。 
   タクシー利用者の声では、「タクシーを依頼しても 30～40分くらい待たない

と来ない」、「朝はタクシーに乗れても帰りには今、予約があり混んでいますか

ら直ぐには行けません」ということもあるようです。 
また、通院に往復タクシーを使用すると費用が嵩み生活の負担が増すことか

ら、「生活を圧迫しない交通手段を考えて欲しい」という要望が寄せられていま
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す。 
当町では、重度障がい者の経済的負担の軽減を図り、社会参加を促進する目

的でタクシ―料金の助成事業を行っています。９月末現在で申請のあった 256
人にタクシー券の交付を行っています。 
この事業は、移動が困難、働きたくても働けない、経済的に困窮している障

がい者に対する福祉施策であることから、他の公共交通が利用でき移動手段が

選択できる高齢者に対しては、財政的にもすべての高齢者にタクシー券を助成

するということは難しいと考えています。 
   一方で、タクシーの配置状況から考察すると、四日市市の高齢者人口は

76,122 人（本年８月現在、高齢化率 24.4％）で、タクシ―は三重県タクシー
協会の登録数 286台、一台当たりに換算すると 266人となります。同様に当町
では高齢者人口が 10,151人（高齢化率 24.5％）でタクシ―は 11台、一台当た
りでは 910人となり、近隣の四日市市と比較すると 3.4倍の格差が生じており、
相対的に台数が少ない状況にあると言えます。 

 （４）福祉タクシー 
   障がいのある方や介護認定者だけでなく、公共交通機関を利用することが困

難な方が利用できる介護タクシーがあり、町内に２か所の事業所があります。 
  主な利用目的は通院であり、町民の利用が多い事業所では月平均約 170 人、
利用の 94％が通院であります。 

 （５）福祉有償運送 
   障がいのある方や介護認定を受けている方が利用対象者であり、事前に登録

し会員となることが必要です。この事業の認定を受けているのは、町内では菰

野町社会福祉協議会だけです。車いすを使用している６名の方が通院を目的に

登録されています。 
 
２．町民アンケートの結果 
  菰野町では、町民のニーズを把握し町政運営に反映していくことを目的に、毎

年町民アンケートを実施しています。 
  昨年６月に実施しました町民アンケートの中に、菰野町が目指すべき社会の状

態についての満足意識調査があり、その結果は別紙のとおりでありますが、公共

交通機関の平均点は最下位を占めています。 
  また、本年当町の将来の人口を展望し、目指すべき方向を明らかにするために

取りまとめました「菰野町人口ビジョン」の中（別紙）には、「菰野町から移転

したい理由」という項目があり、その中で 78.9％を占め一番多かったのは「交通
の便が悪い」というものでありました。 

  上記の事から、当町の公共交通の不便さが指摘されておりますが、バス、タク

シー等の公共交通機関の運行拡大は望めない状況のため、これまでコミュニティ

バスを運行してきたところですが、コミュニティバスも年々利用者が減少する中

では、更に効率化が求められているところから、今後、高齢者や障がい者を含め
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た、いわゆる交通弱者のための新たな移動手段の構築が求められています。 
 
３．課題解決に向け 
  当町の高齢者数は１万人を超え高齢化率は 24.5％となり、2025 年には後期高
齢者数が大幅に増加し、介護認定者や医療を必要とする高齢者数が増加すること

が予測されています。また、介護保険施設の入所や医療機関での看取りが困難に

なり、在宅医療や在宅生活を維持していくためには、通院や買い物等の移動手段

が必要になることから、公共交通の役割は今以上に大きなものとなります。 
これらの課題を解決するためには新たな移動手段の構築が必要であり、当町と

しましては、町社会福祉協議会と連携し住民同士の支え合い社会の実現を目指す

ため、一部のエリアを先行モデルとして限定し、公共交通空白地有償運送の申請

を行いたいと考えています。 
実施主体については、既に福祉有償運送を実施している社会福祉法人菰野町社

会福祉協議会とし、地域住民の方の移動の実現を目指します。 
 
今回、モデルとして選定しました川北エリアは、地域の住民から「モデル地区

として実施してほしい」という要望がありました。コミュニティバスも運行して

いますが、高齢者が利用したい時間に運行していないことが大きな要因であるよ

うです。また、大羽根園エリアは、地域の高齢者が高齢者を支える体制が出来て

おり、移動支援の要望が非常に多いことから、有償サービスの提供会員も利用者

も待ち望んでいたことから選定を行いました。 
 

 



4 
 

菰野町住民参加型移動支援利用者募集要項 

【平成 27年 12月現在】川北・大羽根園エリア限定 

１．住民参加型移動支援とは 
 
 
 
 
 
 
２．利用できる方は（下記の項目をすべて満たしている方） 
 
 
 
 
 
 
 
３．運行規定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．会員の申込み方法 
 
 
５．実施予定期間 
 
 
 
６．お問い合わせ先 
 
 

菰野町では、買い物や掃除などちょっとした高齢者等の日常生活支援を、

地域住民の助け合いにより行う活動を推進しています。 
 高齢者や障がいのある方など自分で車を運転できない方の移動支援を地

域の住民の協力を得て実施するものです。 
 

①菰野町に住所を有し現に生活している方 
②障がいのある方（手帳保持者）又は高齢者（65 歳以上）の方で、自分で
車の運転ができない方 
③事前に登録し会員名簿に記載された方 
④上記の方で、運営に理解があり運行に協力できる方 

①川北と大羽根園の２つのエリアをモデルとして実施する 
②運行時間は、８時～17時までとする 
③目的地は町内としコミュニティバスの利用に配慮した運行を行う 
④利用は予約制とし、配車が出来ないときはタクシー等の交通機関を利用

する(予約は前日の 17時までとする) 
⑤認知症状のある方の利用は、家族や介護者又は支援者の協力を得て予約

登録等利用上の問題に対し未然防止に努める 

菰野町社会福祉協議会に直接又は電話（FAX）で申し込む 
 

菰野町社会福祉協議会 電話 394-1294 
菰野町健康福祉課   電話 391-1125 

登録完了後から２年間 
平成 27年 12月実施予定 








